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口絵１　成田山新勝寺醫王殿　全景　南東面

大本山成田山新勝寺　醫王殿

千葉県成田市

概　　要

構造形式　　木造総檜造　一重宝形造　三間向拝軒唐破風付　本瓦葺

規　　模　　桁行五間　　１２．１６ｍ　　梁間五間　１２．１６ｍ

　　　　　　棟　　高　　１２．１９ｍ

　　　　　　平 面 積　１７２．８３㎡

工　　期　　平成２７年３月１日～平成２９年１１月３０日



口絵３　同上　外陣　東面（大虹梁を架け渡す）

口絵２　成田山新勝寺醫王殿　向拝



口絵４　北野天満宮文道会館　全景　東面

北野天満宮　文道会館

京都市上京区

概　　要

構造形式　　鉄筋コンクリート造 一部木造　唐破風玄関付　桟瓦葺 一部銅板葺

規　　模　　地上２階建て　地下１階　準耐火建築物

　　　　　　桁　　行　　 ３３．５３ｍ　　梁　　間　１８．８２ｍ

　　　　　　棟　　高　　 １３．７９４ｍ

　　　　　　建築面積　　 ７１３．６３㎡

　　　　　　床 面 積　１，４５８．０６㎡　　地階　５７２．５０㎡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１階　５７２．５０㎡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２階　３１３．０６㎡

工　　期　　平成２７年６月１５日～平成２９年９月３０日



口絵６　同上　多目的室　東面

口絵５　北野天満宮文道会館　唐破風玄関



口絵７　旧山邑家住宅（淀川製鋼迎賓館）外観

重要文化財　旧山邑家住宅（淀川製鋼迎賓館）

口絵８　同上　４階食堂内部



口絵９　定光寺本堂　竣工　正側面

口絵10　定光寺本堂　竣工　背面

重要文化財　定光寺本堂
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1

　昨年６月９日の理事会においてご推薦を賜り、同日付で本協会の代表理事（理事長）に

就任いたしました。遅くなりましたが、一言ごあいさつを申しあげます。

　平成22（2010）年４月から７年あまりにわたって本協会の運営にご尽力いただいた理事長

加藤 男先生と常務理事西本孝一先生は、同じ昨年６月９日付で退任され、ともに本協会

の名誉顧問に就任されました。両先生の益々のご健勝をお祈りするとともに、今後も相変

わらぬご指導を賜りますようお願い申しあげます。また、理事今村祐嗣先生が同日付で代

表理事（常務理事）に、京都大学大学院教授林康裕先生が理事に就任されました。

　新任の髙橋と今村常務理事、林理事、そして鉾井修一理事、中尾正治理事の５名が誠心

誠意をもって本協会の運営にあたらせていただきますので、これまでと同様にご指導を賜

りますようお願い申しあげます。

　さて、平成最後の年である平成30（2018）年は、当協会にとって創立以来63年、現在の建

物に新築移転して45年、協会誌を創刊して18年、一般財団法人となって６年ということで

あり、とくに記念すべき節目の年というわけではありません。しかしながら、協会を取り

巻く外部環境はかなり大きく変わりつつあり、ひょっとすると、十数年後になって協会の

変化のはじまりの年であったことがわかるのではないか、という気がすることもあります。

　文化財建造物（未指定・未登録を含む）をめぐる大きな変化の一つは、文化庁の京都全

面移転でしょう。2021年度までに文化庁長官ほか、現在の職員の７割にあたるおよそ250

人以上の職員が京都府警本部本館（京都市上京区）へ移転するということです。これを受

けて京都府も京都市も新たな文化財保護施策を打ち出していますが、そもそも文化庁の本

体が京都に移ることが、国宝・重要文化財建造物が多数集積する京都府・滋賀県・奈良県

などの保存修理体制にどのような影響を及ぼすことになるのか―現状のままか、あるい

は大きな変更があるのか―ということも、気になるところです。

　もう一つは、この３月に閣議決定された文化財保護法の改正案と地方教育行政法の改正

案で、文化財を活用した地域振興の推進を趣旨とするものです。文化財建造物にかかわり

がある事項をあげると、市町村が文化財の保存・活用のための方針や必要な措置などの地

域計画を定めて、あるいは個々の国指定文化財の保存活用計画を定めて、国の認定を受け

ご あ い さ つ

理事長　髙橋　康夫

巻頭言
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ると、届け出だけで現状変更が可能になるということのようです。前者のいわば「文化財

保存・活用地域計画」は、文化庁の「歴史文化基本構想」を制度化したものといえるでしょ

うし、また歴史まちづくり法（2008）における市町村の「歴史的風致維持向上計画」の策定

と国による認定と同じような仕組みのようにも思えます。後者の「国指定文化財保存活用

計画」とあわせて眺めると、とくに国指定文化財建造物について文化財価値を担保しつつ

現状変更を含む保存・活用の計画を作成するのは市町村にとって簡単なことではないので

はないかなど、いくつもの懸念が浮かんできます。こうした社会的な課題をサポートする

ことも文化財建造物の調査や修理にかかわる当協会の役割になるのかもしれません。

　ところで、当協会は、「建築技術に関する調査研究を行い、あわせて建築技術の研究を

助成し、その発展を図り、もって建築文化の向上発展に寄与することを目的とする」と、

定款に記載されています。その目的を達成するために行う事業の大きな柱が、調査研究、

研究の助成、文献の発行であることは、財団設立時から変わっていないといってよいでしょ

う。変わったのは、もともとの〈建築技術〉に、〈文化財建造物、近代化遺産・近代産業

遺産〉、また〈伝統的木造建造物の材料劣化〉が加わるなど、対象が広がったことです。

さらに〈耐震・劣化等の診断技術者の養成、研修及び資格認定〉、〈建物耐震性能評価委員

会などの委員会、研究会の設置〉、〈文化財建造物などの復元・保存・修理・活用・防災施

設事業に関する設計監理業務〉などの事業も追加されています。これらの変化は当協会を

取り巻く社会の動向を如実に映しだしているように思います。当協会は社会的な要請に応

えて発展してきたともいえるでしょう。

　これからも、文化庁の京都移転や文化財保護法の改正にとどまらず、現代社会の大きな

動きに対応しつつ、広い意味の建築技術や建築文化の向上・発展に寄与すること、とくに

地域の文化遺産の保存・活用を中核とする事業を行うことが当協会の大切な目的と考えて

います。当協会がいっそう充実し発展するために、理事一同微力ながら力を尽くす所存で

すので、ご支援とご指導を賜りますよう、繰り返しお願い申しあげます。
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　応永６年（1399）、室町将軍足利義満が京の相国寺に建立した七重塔（【図①】）は、景徐

周麟（1440～1510）が著した「翰林胡蘆集」という記録に高さ360尺（約109ｍ）と記される。

今では失われ、その跡すらわからなくなってしまっているが、今日知られている前近代の

日本の塔のなかでもっとも高い。周知のように、現存する日本の木造の塔で一番高いのは

東寺五重塔だが、基壇をふくめた総高は約56ｍ。相国寺七重塔は東寺五重塔の２倍もの高

さだったことになる（【図②】を参照）。こうした失われた歴史上の建築の復元は、建築学

として大変興味深いものである。

　それにしても、これほどの巨塔を建てた義満の意図は、どのようなものだったのか。義

満は時の最高権力者の一人である。巨大な建造物を建設することで、自らの権力を誇示し

たといわれてきた。たしかにそうなのであるが、この巨塔には京都という歴史と伝統の重

層する都市において、新興勢力である室町幕府の権威の正統性を示すための、より深い意

味が込められていたはずである。それを

具体的に明らかにすることは、歴史学と

してはもとより、建築を建てる意味を考

えるうえでも興味深い課題といえるであ

ろう。建築学の空間を読み解くという独

自の視点からは、ほかの分野からは読み

とれない世界がみえてくることがある。

以下では、こうした視点をもって、この

巨塔を建てた足利義満の意図を読み解い

てみたい。

＊

　相国寺七重塔以前にも、京都に聳え 

立っていた巨塔がある。白河天皇が平安

時代に建立した法勝寺八角九重塔である

相国寺七重塔の空間を読む
―巨塔を建てた足利義満の意図をめぐって―

京都大学大学院准教授　冨島　義幸

【図①】相国寺七重塔復元 CG

（復元考証：冨島義幸、CG制作：竹川浩平）
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（【図②】を参照）。その高さは27丈（約81ｍ）といわれ、八角にして九重という特異な形

式からも、日本建築史上きわだつ建築である。この九重塔は、鎌倉時代に再建されてはい

るものの、南北朝時代に火災で失われるまでのおよそ260年間、王家の権威の象徴として

京都に君臨した。京都で政権をかまえ、天皇や院と向き合うことになった武家の義満は、

王家の権威の象徴であるこの巨塔をこえようとしたのである。

　高さはもとより、相国寺七重塔で興味深いのは安置された仏と、供養会すなわち落慶供

養のときの空間のあり方である。これまでこの七重塔は、義満が禅宗寺院に建立した塔な

ので、武家ための禅宗の塔と当然のように考えられてきた。

　まず安置仏について。これまで研究者のあいだでも問題にされなかったが、禅宗の寺院

【図②】相国寺七重塔と法勝寺八角九重塔・東寺五重塔
（東寺五重塔立面図は『日本建築史基礎資料集成11』〈中央公論美術出版、1984〉より転載）
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に建立されたにもかかわらず、相国寺七重塔に安置されたのは、密教の根本的な世界観を

あらわす両界曼荼羅の仏だった。禅宗寺院になぜ密教世界を象徴する塔を建てるのか、と

いう疑問がわいてくる。

　次に、供養会は千人の僧侶による盛大なものであったが、参列したのは関白一条経嗣を

はじめとする貴族たちと、仁和寺御室永助、天台座主尊道をはじめ、京都の東寺や延暦寺・

園城寺、奈良の東大寺や興福寺など、古くからの顕密仏教の寺院の僧侶だった。武家の将

軍足利義満が、禅宗の寺院である相国寺に建立した塔である。ほんらいならば、武家の人

びとと禅宗の僧侶が参列するべきではないのか。

　こうした疑問は、この七重塔の供養会の空間を、法勝寺八角九重塔の供養会の空間と比

較すると、たちまち氷解する。じつは相国寺七重塔の供養会は、顕密仏教の僧侶と貴族か

らなる点、さらには塔の内外での彼らの着座の位置からしても、法勝寺八角九重塔など、

それまでの天皇・院の御願寺の堂塔と同じなのである。

＊

　御願寺の供養会には、天皇・院を頂点とした朝廷のヒエラルキーと、皇室出身の僧侶を

頂点とした顕密仏教のヒエラルキーが重層している。平安時代以降、仁和寺や延暦寺など

有力な顕密仏教の寺院には、皇室から僧侶として入寺して仁和寺御室や天台座主となり、

天皇や院の分身として、当時大きな力をもっていた顕密仏教を統括した。とくに院政期以

降の御願寺の堂塔の供養会では、仁和寺御室が参列者のなかでもっとも上位に位置する證

誠という役割をにない、願主である天皇や院よりも仏つまり本尊に近い、一番奥に着座す

るのが通例であった。こうした空間構成は、塔でいうならば建保元年（1213）の法勝寺八角

九重塔再建供養会にその典型をみることができる（【図③】）。すなわち、御願寺供養会の

空間は、

　［母屋＝仏］［庇＝證誠］［裳層＝天皇・院（願主）］［栄＝公卿］［基壇下＝上官、侍臣］

と、塔内外の空間の分節にしたがい、仏教・朝廷からなるヒエラルキーにもとづいて構成

されていた。仏教空間であるがゆえに、仏教が上位に位置づけられているのである。義満

は相国寺七重塔の供養会で、こうしたヒエラルキーを―天皇・院をのぞくのではあるが

―そのまま再現した。

　相国寺七重塔の供養会の空間構成（【図④】）をみると、貴族たちの座は、御願寺の供養

会と同じく、塔の中ではなく、「栄」つまり建物の外の軒下や、基壇の下にある。メンバー、

着座の構成いずれからみても、あきらかに御願寺供養会になぞらえられている。そして義
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【図④】応永６年（1399）相国寺七重塔供養会の空間構成概念図

【図③】建保元年（1213）法勝寺八角九重塔再建供養会の空間構成概念図
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満自身は法皇のようにふるまい、貴族はもとより、仁和寺や延暦寺の法親王をさしおいて、

證誠という一番高い立場で参列したのである。願主の御座となる裳層をそなえながらも、

義満がそこではなく、證誠として内陣（庇）に着座したことに義満の意図が明瞭にあらわ

れているといえよう。

　すなわち、相国寺七重塔の供養会の空間構成からは、義満が貴族と顕密仏教からなる旧

体制なかで頂点に立つことを示す、政治的なパフォーマンスであったことが読みとれる。

相国寺七重塔は、すでに自らが統括する武家社会や禅宗にむけたものではなく、これから

まさに配下におさめようとする旧体制―京都において伝統と格式をもつ朝廷と顕密仏教

にむけたものだったのである。

　こうした義満の意図がわかれば、第一の疑問―相国寺は禅宗であるにもかかわらず、

なぜ密教の塔を建てたのか―も理解できる。法勝寺八角九重塔の安置仏は、同じく密教

の曼荼羅の仏で、金堂とともに両界曼荼羅を構成していたのである。ここでくわしく述べ

ることはできないが、中世において両界曼荼羅は、宗教的のみならず社会的な正統性をも

あらわす、王家と有力寺社共有の理念として、重要な意味をもっていたと考えられる。義

満は、中世の王家とおなじく、京都の都市空間のなかで、巨大な塔をもって両界曼荼羅を

かかげ、自らの政権の正統性を示そうとしたわけである。

　御願寺である法勝寺にここまでなぞらえた相国寺七重塔は、相国寺の名をかりた「室町

の王権の御願寺」ということができよう。旧体制と対立してそれを打ち壊すのではなく、

それをできるかぎりそのまま利用し、自らを頂点に挿げ替えていく―相国寺七重塔の空

間からは、したたかともいうべき義満の政策がみえてくる。

＊

　建築から建築を読み解くというのが、これまでの建築史学の方法・目的の主流であり、

もちろん今後も重要な意味をもつであろう。しかし、建築が建てられた時代の社会や思想

世界に踏み出していくことで、建築やその空間の意味がよりゆたかにみえてくるも多い。

こうした広い視野からの評価づけは、個々の建築がもつ意味や価値をより広く、説得力を

もって社会に伝えていくことにもなるであろう。

　また、建築空間からみえてくる世界は、建築学として意味をもつのみならず、関連する

諸学への学際的な研究成果としても意味をもつはずである。建築やその空間を読み解くこ

とで、他の学問分野ではみえない世界がみえてくるのである。歴史的な現象を建築学の視

点からどのように評価するのか、関連諸学からの期待を感じることも多々ある。建築史学
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はこれから魅力ある学際的研究を展開する可能性があり、こうした研究は日本のアイデン

ティティにもふれる学問として、重要な役割をになうことになると期待している。

［付記］本稿は、冨島義幸「塔・曼荼羅・王権―法勝寺八角九重塔と相国寺七重塔の意義

をめぐって―」（長岡龍作編『仏教美術論集５　機能論』竹林舎、2014）の内容

をもとにしている
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１．はじめに

　旧山邑家住宅は、灘の酒造櫻正宗の八代目山邑太左衛門が別荘として建てたものである。

昭和10年（1935）に実業家の手に渡り、昭和22年（1947）社長邸を探していた株式会社淀川製

鋼所が入手し、しばらく接待の場としても使われたことから、社内で「迎賓館」と呼ばれ

ていたのが現在の名称「旧山邑家住宅（淀川製鋼迎賓館）」の由来である。

　その後この住宅は、借家や社内の独身寮として使われたが老朽化が進み、昭和46年（1971）

には解体してマンションを建設する計画が明るみに出た。それを知った日本建築学会が中

心となった保存運動が起こり、関係者による話し合い等の努力が実り、株式会社淀川製鋼

所の英断により計画が中止され、旧山邑家住宅は保存されることになり、昭和49年（1974）

には、大正期建設の鉄筋コンクリート造住宅として初めて重要文化財に指定された。

　昭和60年（1985）から63年（1988）にかけて、最初の保存修理工事が行われた。当時は南棟

の不同沈下が著しく、建物を応接室北側の位置で一旦分断し、南棟をジャッキアップして

基礎補強工事を施すという困難な大工事を実施した。ほかに随所で雨漏りし、天井は破れ、

壁や床が傷み、原形を留めていない擬石飾り等の改修を含めた広範囲な修理であった。

　平成７年（1995）阪神・淡路大震災では、倒壊は免れたものの構造体が損壊する等の甚大

な被害が生じたため、平成10年（1998）まで復旧のための修理工事を行った。

　今回の工事は、昭和60年の保存修理工事から約30年が経過した防水層が老朽化し、所々

に雨漏りの被害が認められるようになったことがきっかけであり、工期は平成28年（2016）

10月から平成30年（2018）11月末までの予定で始まった。今年の初夏には素屋根を解体し始

め、内装等の修理を進める予定である。

　ほかに保存修理工事に並行して、平成29年度２月から平成30年12月末までの予定で、保

存活用工事が始まった。旧山邑家住宅はこれまでも一般公開を行ってきたが、これからは

さらに文化財として幅広く活用するなかで、必要な整備を進めるための工事である。具体

的には、安全対策として階段の手摺の設置や、空調設備の充実やライトアップ照明の設置、

周辺環境整備として敷地内の樹木の整備等を計画している。

重要文化財　旧山邑家住宅（淀川製鋼迎賓館）の現場報告

上席研究員　野々部万美惠
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山邑家住宅全景

大正14年新建築掲載写真 工事前の旧山邑家住宅

同家住宅　表門
戦後、前面道路拡幅のため取り払われた
と伝わる

同家住宅　東面車寄辺り
土地に植わっていた樹木を残すようにし
て建てたことが想像される

前面道路から見た門の様子
右手門扉奥の大谷石が載った壁は、当初の表門の残
存部分と思われる内部は緑が濃く茂り、様子が窺え
ない

左の写真と比較すると、建物周辺の植生環境が違っ
てきている
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大正14年新建築掲載写真 工事前の旧山邑家住宅

同家住宅　２階応接室
カーペットの柄や家具の配置等様子が判る

同家住宅　４階食堂
暖炉を挟んで左右に椅子とテーブルが配
されている

同家住宅　３階和室八畳

応接室

食　堂

手前和室十畳から六畳、八畳を見る
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２．旧山邑家住宅の概要

　旧山邑家住宅は、近代建築の三大巨匠の一人とされるアメリカ人建築家、フランク・ロ

イド・ライト（Frank Lloyd Wright）（1867～1959）が原設計注１したもので、大正７年（1918）

にはある程度の図面が出来ていたと考えられている注２。ライトは、来日の主目的であった

帝国ホテルの完成をまたずに、大正11年（1922）急遽帰国したため、この住宅の実施設計や

施工監理は、彼の弟子（アプレンティス）である遠藤 新（1891～1951）と南 信（1892～

1948）が協働で行なった注３。

　棟札の写真（現在現物は行方不明）があり、それによると、上棟は大正13年（1924）２月

11日、工事設計指導□□（監督カ？）は遠藤新建築創作所、工事施工は女良工務店と知れ

る。着工は大正12年（1923）からのようで注４、竣工は同13年の後半期とされているが、この

竣工年については史料を精査し考察を加えた結果を第６節に後述する。

　旧山邑家住宅は、六甲山系から突き出した細長い丘陵の先端に位置し、西南二面は急峻

な崖で、さらに西の崖下には芦屋川が流れる独特な環境にある。ライトは、この土地が気

に入り、設計の依頼を受けたと言われている。住宅は傾斜を上手く利用し、二階建を段状

に重ねながら、全体では四階建となる鉄筋コンクリート造で、外観は要所に大谷石の装飾

を付している。深い軒の出や出窓、バルコニー等の組み合わせは、外観に深い陰影を与え

ている。

　一階は車寄と玄関があり、二階は応接室やその附属室からなる。三階には三室続きの和

室をはじめとする家族の部屋があり、他に寝室や子供室等がある。四階は食堂や厨房であ

る。二階から四階の北寄りには使用人の階段や廊下、居室がまとめてあり、主人及び家族

の生活空間とは分けられていた。

　奥行きのある平面に、床レベルの段差や天井の高低が組み合わされた立体的な空間構成

は、この住宅をきわめて変化に富んだものにしており、内外に木製のモールディングを設

けたり、連続する高窓に擬石飾りを置く等の独特な意匠と相まり、ライトの作風をよく表

わしている。

　この住宅は、ライトが来日中に設計を実現させた６つの作品のうち、当初の姿のまま残

された唯一の住宅遺構であり、たとえライトの手によって竣工したものでないにせよ、ラ

イトの建築の特質を遺憾なく表現したものであって、日本の近代建築史の上でも重要な意

義があるとされている。

注１　山邑太左衛門がこの住宅の設計をライトに依頼したのは、女婿星島二郎の推薦による。星島の大学時代か

らの親友、遠藤新を通じてライトにこの住宅を依頼した。
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注２　H.R. ヒッチコック編ライト作品リスト（“The Nature and the materials”掲載）1918年の項に Yamamura 

House, Ashiya, Japan とある。

注３　『新建築』第１巻第２号に掲載された南 信の解説には「この建物は始めライトのスケッチになったもので、

中途不幸にしてライトが帰米した為、止むを得ず遠藤新氏と自分とで仕事をまとめることとした」云々と

ある。

注４　南信は、大正12年２月頃現地に着任している。大谷石は関東大震災（大正12年９月１日）以前に現地に運

ばれていたとの話もあり（「旧山邑太左衛門邸の建築について」（日本建築学会近畿支部旧山邑邸保存問題

特別委員会編『旧山邑邸理解のために』（日本建築学会、1972.3））における、伊東への聞き取り調査による）、

12年頃に工事が始まったと考えられる。

３．平成28年度に行った保存修理工事

　10月に施工業者が決定し、準備工事に入った。敷地地盤全体の緩みを指摘される有識者

もおられたため、素屋根の建設については建物の近くに重機を設置することを避け、一般

道路に近い駐車場から足場や素屋根の材料を吊り上げ、手運びして組み立てた。素屋根は

当初亜鉛鍍波型鉄板と波型ポリカーボネイト板の混ぜ葺きを予定していたが、荷重軽減と

飛散対策としてテントシートの重ね部分を内樋形式にしたものを採用することにした。内

樋形式にすることで、テントの重ね部分からの漏水を抑えることが出来、現在のところ重

大な漏水には至っていない。但し、周辺に樹木が多いため、内樋部に落葉や木の実が堆積

し、長い工期の使用は難しいかもしれない。

　工事の中心は漏水対策であるため、まず大谷石や保護モルタル等を解体し、既存の防水

を撤去した。アスファルト防水層の撤去は、老朽化した躯体に余計な振動を与えないよう

に配慮し、カッターで刻みを入れ、バールで慎重に起こしながら解体した。同時に擬石飾

りについてモルタルの配合試験等の調査を行い、修理の方針を定めた。

　外部足場を建設して判ったのが、南の庇の著しい垂下である。２階応接室南バルコニー

上の庇（南庇と呼ぶ）は、軒先に大谷石の縁石を廻した深いキャンチレバーの庇で、東西

間口約８ｍ、南北方向の奥行き２ｍ超ある。南面は両端がヘの字に湾曲し、深いところで

は約10㎝垂下していた。この垂下は近年始まったものではなく、平成７年の写真やそれ以

前の写真等を注意深く観察すると、相当以前から垂下があったことが判った。過去の修理

の関係者への聞き取りからも、庇の垂下については話題に挙がっていたが、対策を講じる

ことで外観に著しく影響が及ぶことが懸念されることから、修理を見送った経緯が判明し

た。これまで、この垂下の実測データが継続的に蓄積されていなかったため、今回の測定

結果と比較することが出来なかった。そこで将来の修理に向けての課題として、いくつか

の地点において継続的な観測によるデータの蓄積の重要性が浮上している。29年度に亘る

議論の結果、この庇が万一落下した場合、隣家に被害が及ぶ可能性があると判断され、外
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女中室

電気室
受電室

厨房
食堂南バルコニー

東バルコニー

南バルコニー

和室十畳和室八畳
和室六畳

主寝室

北洋間

小間使室

南洋間
婦人室

倉庫

水屋
応接室

Ｎ

南バルコニー

広間 八畳間

南バルコニー

六畳間 十畳間

食堂 厨房

倉庫

玄関ホール車寄

応接室

車寄せ ホール
玄関

４階平面図

３階平面図

２階平面図

１階平面図

断面図
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擬石飾りＡタイプ
擬石飾りＡタイプ

擬石飾りＢタイプ

擬石飾りＢタイプ

東立面図

擬石飾りＡタイプ正面図

補修材料の凍結融解試験 擬石飾りＡタイプ　欠損部を左官補修中

３階和室庇上　擬石飾りＡタイプ状況
表面劣化や欠損が見られる　　　　　
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観に大きな影響を与えない程度の簡易な保存措置を行うことになった。

４．平成29年度に行った保存修理工事

　防水層を解体したところ、特に４階食堂から出入りする南バルコニーや東バルコニーの

床面にクラックが多数あることが判った。さらに防水下地モルタルを部分的に斫って観察

すると、スラブに至るクラックがいくつもあることが判った。スラブの厚みはおよそ80～

120㎜前後で、配筋の状況を RC レーダーで探査したところ、３分筋のシングル配筋を基

本とし、配筋間隔は短辺方向が200㎜前後、長辺方向が400㎜前後と広く、また壁への定着

がされていないことも判った。

　南バルコニーは、そこからの眺望が特に良く、ライトの設計思想やライトがこの住宅で

表現した世界観を体験できることからも、この建物の見どころのひとつであり、所有者は

引き続き可能な限りの公開を希望した。そこでスラブの保存措置として、積載荷重を軽減

し見学者を安全に支承できるようにした。具体的には、厚く塗られた保護モルタルを撤去

し、そのうえでスラブ下部の梁状リブを利用し、それに直交して鉄骨フレームを組み、フ

レームの間に人工木材で製造された軽量のデッキ材を敷き並べることにした。さらには、

南バルコニーの見学者に対して人数の制限を行うことにし、負荷の軽減を図ることにした。

　東バルコニーは手摺の無い箇所があり、以前から非公開としていた。その方針は今後も

継続されることから、バルコニー床面は保護モルタルを重ねた歩行用仕様から、露出防水

の非歩行仕様に変えて荷重軽減を図った。

　３階和室の東バルコニーに敷き詰められた大谷石は、建造当初から使用されている敷石

よりも、昭和63年修理で取り替えた方が表面の風化が著しく、また、雨水が直接当たる場

所の敷石の表面よりも、軒下に位置し傷みが少ないはずの敷石の表面が粉状に風化してい

た。通常とは逆になった風化の原因を考慮し、今回の修理方針を決定した。これについて

は後ほど（７節参照）詳述したい。

　擬石飾りは大谷石が入ったセメント製品注１で、形状がＡ・Ｂタイプ二種類ある。Ａタイ

プは古写真や過去の修理の記録等から、当初のものが比較的残っていることが判る。一方

Ｂタイプは、昭和60年の修理時に全て撤去されていたが、壁に取り付いていた痕跡があり、

古い図面や古写真等から復旧整備したものである。本稿では、特に擬石飾りＡタイプの修

理について取り上げる。

　擬石飾りのＡタイプは、平成28年度に行なった調査の結果、型枠の中に芯となる硬いモ

ルタルで大まかな形を作り、その周りを擬石モルタルで覆うようにして仕上げていること

や、擬石の材料に粒状の大谷石がかなり混じっていることが判った。今回、擬石飾りの欠
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損部の補修材の配合は、調査や試作品の試験結果を踏まえて決め、施工方法は状態に応じ

て、現場での左官工法と、予め型枠内で製作した成形品を取り付ける工法を使い分けた。

　また、軒下に位置する擬石飾りＡタイプは保存状態が良く、直接雨が掛かるものと比較

すると雨水による影響の大きさが明白であった。そのため、擬石の天端が窪んだり逆勾配

になっている等、水切れ状態が不良のものは特に問題があると判断し、雨水による劣化を

遅らせるために、天端にガルバリウムカラー鋼板の水切庇を設けることになった。

　その他、スラブや外壁に生じたクラックの補修、外壁の色モルタルの浮いた部分をピン

ニングする等の修理を進めた。その後、スラブや幅木の下地を調整し、高窓を養生してア

スファルト防水を施工した。

　建具は、歪んだものを解体修理したほか、開閉に支障をきたしていたノブや、掛かりに

くくなった鍵等、建具金物の修理を行った。

注１　２節注３と同じ、『新建築』第１巻第２号の南 信の解説では、「大谷石を主材としたコンクリートの型抜き」

とある。

５．平成29年度の活用工事

　平成30年２月１日から始まった工事は、敷地の樹木整備を中心に行った。この住宅は鬱

蒼とした樹木に囲まれた状態が長年続き、それが本来の環境と誤解されている向きがある

が、当初の竣工写真を見ると現在とは植生が異なり、針葉樹に囲まれながら木々の間から

建物が見え隠れしていたことが判る。

　今後は、実生の広葉樹がそのままに大きく育った現状から、剪定や必要最小限の間伐を

行い、状態の悪いものは治療する等し、管理された良質な緑の環境に誘導していく予定で

ある。

６．旧山邑家住宅の竣工年についての考察

　２節で述べたように、旧山邑家住宅は、大正12年２月頃に南信が現地入りし、大正13年

２月11日に上棟し、同年もしくは同年中頃竣工したとされている。

　竣工時期の根拠となっているのは、大正14年（1925）９月１日発行の『新建築』第１巻第

２号に山邑家住宅の竣工写真が掲載されており、南信の解説文の最後に1924年８月９日、

つまり大正13年の記述があることや、『旧山邑邸理解のために』（日本建築学会、1972.3）

に犬養木堂逓信大臣が大正13年に住宅を訪問したとあり、玄関ポーチで記念撮影した写真

も掲載されていることによるものと考えられる。
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　しかし、この竣工年には以前から疑問を感じていた。棟札の上棟日からわずか半年余り

で、これほどの規模と内容の住宅が竣工したとは考え難いからである。一方、南信の解説

文の内容や竣工写真が掲載されていることから、工事中に『新建築』へ発表したとも思え

ない。但し、『新建築』の発行日は、南信の解説文の日付から約１年後であり、その空白

期間が気になっていた。

　こうしたことが背景にある上で、今回調査した史料（当財団　副主任研究員　細谷豪氏

調べ）のなかで新たに判ったことは、犬養木堂の山邑家住宅訪問は大正14年12月13日から

14日にかけてのことで、12月14日付神戸新聞では「精道村芦屋奥山の櫻正宗醸造元山邑太

左衛門氏の新邸に靴の紐を解いた。」と記されている。犬養の訪問は、大阪朝日新聞、大

阪毎日新聞からも確認でき、日付に間違いないといえよう。

　そうすると、『旧山邑邸理解のために』にある犬養木堂の訪問は１年違うことが明らか

となり、さらに『新建築』の南信の解説文の日付も１年違っているのではないかという疑

念が生じてきた。本当のところ、竣工は大正13年８月以前ではなく14年の８月以前であり、

竣工写真の様子等から推定して13年末から14年早春とすることによって、工期的にも説明

できると考えている。

７．重要な建材である大谷石について

　大谷石は、栃木県大谷町で主に産出される、多孔質の軽石凝灰岩である。大谷石と一口

に言っても採掘層の深さによって、性質が相当異なり、石の硬軟、ミソ注１の大小、色も違っ

ている。総じて火に強く加工しやすいが、花崗岩等と比べると強度はかなり低く、吸水率

が高い。

　この住宅で使われている当初の大谷石は、ライトが設計した帝国ホテルの石を切り出し

た通称ホテル山と同じ場所の石ではないかと言われている。それがそうでなかったとして

も、現在行われているような深い地下採掘ではなく、当時は地上もしくは比較的浅い地層

から採掘されたはずで、今日採掘されているものとは石質が違うと感じている。

　当初のものと思われる大谷石は、庇の鼻先や窓台、格子、内部の階段等にはミソが多い

荒目、敷石には荒目から中目が使い分けられていた。一方、昭和63年修理時に取り替えた

大谷石の多くは、細目と呼ばれるミソの少ないものを使用し、表面にシリコン系の撥水剤

を吹付け含浸させていた。修理時に細目を選択した理由は定かでないが、ミソは他の部分

より脆いことや、ミソが窪みになって水が溜まり、石の強度の劣化に繋がる等の問題を避

けたと推測している。しかし深い層から採掘される細目の大谷石は、石の強度が低いこと

が判り、加えて使用した撥水剤の影響も考えられた。
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　多孔質の大谷石を長持ちさせるためには、一説では撥水剤や強化剤を塗布したほうが良

いとされる。ところが下に防水層を施した敷石においては、水分は表面だけではなく目地

からも浸透し、敷石と防水層との間に溜る。その溜り水は、大谷石の表面から発散しよう

とするが、表面に塗布した撥水剤や強化剤の塗膜に遮られ、閉じ込められる。大谷石は水

分を含むと伸びるため、繰り返す中で表面の塗膜には微細なひび割れが生じ、さらに乾湿

を繰り返すうちに塗膜が剥がれたりすると考えられた。現に、前述した和室バルコニーの

敷石では、雨がかからない軒下では表面にコイン大の塗膜状のものがいくつか残留し、そ

の周辺の表面は粉状に風化していた。塗膜状のものは、考察するなかで過去に施工した撥

水剤の残留物と推測された。この現象は、撥水剤の下に閉じ込められた水分が、時には霜

柱のように表層を持ち上げ、あるいは大谷石に含まれる膨潤性粘土鉱物であるミソや、硫

酸塩鉱物が析出する塩類風化注２を招き、表面剥離が進行した結果と考えた。雨がかかる場

所は、長い間に撥水剤が洗い流された結果、敷石表面の風化が緩やかであったと推察でき

た。

　そこで今回工事で取り替える石については、大谷石のなかでも「荒目の白目」注３（現在

採掘されていないが、在庫が手配できた）を採用することとした。荒目の白目は被り（表

土下２～３ｍ位）の下、５～10ｍの層に位置し表面が白っぽい。採用する白目は、昔の白

目とは違い、質が下がるものであろう、焼けといわれる茶色の部分が気になったが、今回

は石本体の強度を優先し採用することにした。

　大谷石に対する撥水剤や強化剤については、今回の修理において様々な材料を検討し、

試してもみた。しかし、多孔質で多種の鉱物の集合体のような大谷石に適切に使用可能と

判断できる材料には出会えず、今回は最小限必要な部分にシラン系撥水強化剤を塗布する

こととした。そして次回の修理の際に参考になると考えられる３種類の材料（シラン系表

面含浸工法１種類、ケイ酸塩系表面含浸剤２種類）を、和室バルコニー敷石の一角にある

新材大谷石の全面に塗布し、経年変化を比較観察していくことになった。

注１　ミソとは、大谷石にある特に柔らかい茶褐色の部分で、簡単に取れるため窪みになっていたりもする。火

山弾が変質して堆積したとも、軽石、スコリアや火山砂の変質、火山灰が堆積した際に混入した不純物と

諸説あるが、多くは粘土鉱物の集合体に変質したことで共通しており、その主要鉱物は鉄に富むモンモリ

ロナイトであるとされる。

注２　塩類風化による一実験―風化による強度低下と岩石物性―　佐藤昌人・八反地剛・若狭幸、塩化ナトリウ

ムによる大谷石の塩類風化実験　木村知子・松倉公憲、塩類風化による地圏材料の劣化に関する研究　プ

ロジェクト代表者小口千明、大谷石塩類風化と構成鉱物及び岩石構造との関連について　中川生恵、菊池

健太、佐藤陽、清水隆文



20

注３「（白目は）灰白色で緑色部に乏しく、みそも白色のものが多い。１等品といわれる。」大谷石の研究―石材

としての性質について　太田茁司　昭和24年（1949）、「この部分（白目）は風化作用を受けた部分であり、

鉄分の溶脱・加水作用・粘土化作用等を示す部分と考えられる。」大谷石の研究（其の２）―鉱物組成　太

田茁司、須藤俊男

８．最後に

　私にとって旧山邑家住宅は、学生時代にたまたま見つけて見学させて貰った懐かしい建

物である。修理前の廃墟同然の状態で、恐々探検気分を味わったことは、すっかり忘れて

いた。その後、昭和の修理が完成した後、大阪府建築士会の催しで旧山邑家住宅の修理設

計者による講演会を拝聴したが、自分が後に修理を担当した建築研究協会に転職し、この

たびの３回目の修理を担当することになるとは、当時夢にも思わなかった。

　今回工事を担当し、前２回の大工事がいかに難工事であったかを実感するとともに、残

念ながら当時の担当者が鬼籍に入り、工事の詳細な内容を聞くすべも無く、もっともっと

資料を残して欲しかったと痛感している。

　旧山邑家住宅は、来年には公開が再開される予定である。阪急芦屋川駅からは徒歩約10

分という訪れやすい立地にあるだけでなく、駐車場も整備されており、また高台に位置し

芦屋浜から遠く大阪湾まで見渡せる眺望のよさも相俟って、リピーターも多いと聞く。住

宅という性格上、多くの人が一度に押し掛ける状態は決して好ましくないが、多くの方々

に興味を持って旧山邑家住宅を訪ねていただき、この住宅が長く保存されるとともに、地

域に愛されながら育ってほしいと切に願っている。

　そして最後になりましたが、今回、旧山邑家住宅修理の担当という、またとない機会を

与えて下さった、所有者である株式会社淀川製鋼所様に心より感謝いたします。また現場

の工期が残り約８ヶ月となりましたが、少しでも良いものをと取り組んで下さっている施

工者の方々に、紙面を借りてお礼を申し上げます。

参考文献

建築研究協会編『旧山邑家住宅（淀川製鋼迎賓館）保存修理工事報告書』、淀川製鋼所、1989年

建築研究協会編『旧山邑家住宅（淀川製鋼迎賓館）保存修理災害復旧工事報告書』、淀川製鋼所、1998年

『石の街うつのみや　大谷石をめぐる近代建築と地域文化』、宇都宮美術館、2017年
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１．はじめに

　重要文化財定光寺本堂は、平成28年９月から平成29年８月31日にかけて、保存修理工事

が行われた。当協会では、この保存修理において工事の設計・監理を行ったので、その概

要について報告を行う。

２．定光寺の概要

　応
おう

夢
む

山定光寺は、愛知県瀬戸市定光寺町に位

置する（図１）。

　建武３年（1336）に覚
かく

源
げん

禅師（平
へい

心
しん

書
しょ

斎
さい

）によっ

て開かれた。禅師が全国を行脚する中で尾張国

水野に至り、炭焼窯跡に庵を結び、後の暦応元

年（1338）に「無
む

為
い

」と名付けた建物を造営、地

方領主の水野致
むね

國
くに

（中郷殿）などの援助を受け

ながら同４年（1341）に庫裏、方丈が建てられ七

堂の地が定まった。この頃、仏殿を建設する地

から「定光古仏」と称される仏像を一体掘り出す夢を３人の僧が同時に見たことから、禅

師は山号を「応夢山」、寺号を「定光寺」とした。貞和４年（1348）には仏殿が建立され、

禅師の出生時に母の霊夢に地蔵菩薩が現れた故事にちなみ、地蔵菩薩を本尊として安置し

た。このため、今日まで子授けの地蔵尊として人々の信仰を集めている。

　開山当初は、臨済宗建長寺派であったが、慶安３年（1650）に尾張藩初代藩主徳川義
よし

直
なお

（諡
おくりな

は源
げん

敬
けい

公
こう

）が没してその廟を境内に築くにあたり、妙心寺派の智
ち

光
こう

禅師（喝
かつ

堂
どう

全
ぜん

用
よう

）

が本寺の住職として任ぜられ、以降歴代住職はその法脈を継いでいる。

３．本堂（仏殿・無為殿）の概要

　本堂は、方三間・入母屋造・こけら葺の主屋の周囲に裳階をとりつけた、一重裳階付の

禅宗仏殿の形式としている。主柱、裳階柱ともに全て丸柱で、組物は禅宗様の三手先詰組

を用いている。裳階には三斗組、双折桟唐戸、花頭窓、弓連子をいれている。内部は土間

敷の一つの空間で、後方に来迎柱をたて、その前に禅宗様須弥檀及び宮殿を置いている。

重要文化財　定光寺本堂の保存修理工事

主任研究員　古荘　貴也

図１　定光寺位置図（愛知県）
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来迎柱から前方の主柱にかけて大虹梁をかけ、その中央に大瓶束をたて、頭貫を通して二

手先詰組をおいている。須弥壇上の１間四方には鏡天井を張るが、その周囲１間は放射状

の扇垂木をみせ、主柱と裳階柱の間は海老虹梁で繋ぎ平行垂木をみせている。禅宗仏殿特

有の上昇感の強い空間構成になっている。

　建造年代については、暦応４年（1341）から寺の堂宇建立が本格化するなかで、貞和４年

（1348）に仏殿が建立されたと『覚
かく

源
げん

禅師年
ねん

略
りゃく

譜
ふ

』に記されている。以降、永享７年（1435）、

文明９年（1477）に焼失、明応２年（1493）に再建され永正７年（1510）に大地震で倒壊、その

後再建されるが天文元年（1532）に炎上し、天文８年（1534）に再建工事の上棟式が行われ、

その後も江戸期等に修復が加えられた。また、本堂の内部中央に安置される宮殿は、背面

壁板の墨書から明応９年（1500）に竣工したことがわかる。

　昭和14年（1939）の解体修理では、破損が進んで身舎の屋根部分が失われていたものを、

鎌倉の円覚寺舎利殿など同形式の禅宗様仏殿に倣って、身舎斗栱以上を復原し、須弥壇及

び中央厨子は後方に移設されていたものを旧位置に復した（図４、５）。

図２　定光寺境内図「尾張名所図会　後編」明治13年

図３　同前　本堂拡大
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図４　本堂　平面図・外観写真・立面図・断面図
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図５　本堂　平面図・外観写真・立面図・断面図（昭和14年修理工事前）
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４．構造形式

①　構造形式

桁行三間、梁間三間、一重裳階付、入母屋造、こけら葺

　　附　宮殿　一基

一間宮殿、入母屋造、本瓦形板葺

②　主要寸法

区　分 適　　用 寸　　法

（身　舎） （裳　階）

桁 行 桁行両端柱間真々 　7.025ｍ  10.147ｍ

梁 間 梁間両端柱間真々 　7.025ｍ  10.147ｍ

軒 の 出 側柱真より茅負外下角まで 　2.320ｍ 　1.727ｍ

軒 高 柱礎石上端より茅負外下角まで 　5.698ｍ 　3.247ｍ

棟 高 柱礎石上端より棟頂上まで  10.881ｍ

平 面 積 側柱真内側面積 102.962㎡

軒 面 積 茅負外下角内側面積 136.072㎡ 135.636㎡

屋根面積 平葺面積 213.190㎡ 166.381㎡

５．工事概要

　定光寺本堂は大正15年（1926）に重要文化財に指定された。昭和14年（1939）に解体修理が

実施され、その後昭和34年（1959）の伊勢湾台風で倒木等により被害を受け、昭和36年（1961）

に屋根葺替修理を行った。平成５年（1993）にも屋根の経年劣化のため屋根葺替修理を行っ

た。その後平成25年（2013）に部分葺替修理が行われたが、屋根全体に亘って葺板の劣化・

摩耗が進み葺替の時期に達していたため、今回の修理に至った。

図７　裳階こけら葺、雨落ちより外のみ劣化図６　身舎こけら葺破損状況



26

　修理前のこけら葺の状況は、平葺は身舎・裳階とも全面的に葺板が劣化しており、腐朽

により数箇所に屋根面の陥没が発生し、背面部は黒変し、青カビが発生していた。特に隅

背部分は著しい腐朽が生じていた。平成５年修理のこけら板は長さ450㎜、厚4.5㎜、幅90

㎜の椹材で、葺足30㎜で葺き、葺込み銅板は入れられていなかった。葺板は通常より厚く、

長い板を用いているのに係らず、平成５年の工事完了後約20年で屋根面の腐朽が始まった

のは、葺込み銅板がなかったためと思われる。しかし解体調査の結果、野地板は健全で、

軒付一部の腐朽に留まり、平成25年の応急処置が功を奏したといえる。

　なお、裳階の身舎雨落位置より上方の平葺及び品軒は昭和36年、平成５年の葺替の際も

葺替えておらず、昭和14年の解体修理時の平葺が残存している。修理前の状況でもこの部

分は健全であったため、本工事でもこの部分を残した。既存こけら葺との取り合い部分は、

既存部を持ち上げて下に新規こけら葺を葺き込んだ（図９）。

　軒付は破風尻及び破損部のみ部分補修を行い、身舎の品軒は全て葺き直した。

図10　身舎軒付、取替え完了

図８　身舎屋根、平葺き施工状況

図11　箱棟補修完了

図９　裳階屋根、既存こけら葺との取合い



27

　箱棟はあおり板の破損が見られたが、鬼板も含めて概ね健全であったので、部分補修と

銅板の取替えを行った。また、こけら葺及び箱棟の修理に併せて、避雷針の取替えを行っ

た。解体調査では、身舎・裳階の野地板に「昭和13年修補」の刻印や、鬼板背面に「平成

５年７月修補」のマジック書きが確認できた。

　木部では、背面礎
そ

盤
ばん

や地覆の一部に蟻害による破損が見られたので、矧ぎ木補修を行っ

た。宮殿では鬼板の再取付け、丸瓦型棒木の一部復旧を行った（図13）。

おわりに

　本稿作成にあたり、定光寺及び工事関係者の皆様には大変お世話になりました。この場

をお借りして御礼申し上げます。

図14　鬼板、銅板包み解体状況（表面）、
背面に修理年記載　　　　

図12　宮殿、修理前　丸瓦型棒木が一部欠損

図15　施工完了、西面外観

図13　宮殿、修理後　降り棟鬼板、再取付け
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常務理事　今村　祐嗣

コラム

　木材には辺材（白太）と心材（赤身）とが

あり、着色した中心部の心材に比べ、白っぽ

い辺材は腐りやすく虫にも食われやすいのは

よく知られています。辺材では防腐や防虫に

効果がある成分が乏しいこと、逆に菌や虫に

好まれるデンプン質やタンパク質が存在する

ことによります（写真1-1）。

　ところで、ヒノキやヒバといった耐久性の

高い木材の場合では、辺材も腐れにくく虫害

にも強いように思われがちです。しかし、そ

れは大きな間違いで、これらの樹種の耐久性

が高いのはあくまで心材だけであって、辺材

はどういった樹種でも長もちしないことを胆

に銘じておく必要があります。次の写真1-2

をご覧ください。屋外で使用した耐久性が高

いヒバの部材ですが心材は残っているにもか

かわらず、外側の辺材部分は腐っている様子

第１話

白太と赤身

が見て取れます。

　ここで木材の形成、生長を振り返ってみま

しょう。樹木は上に伸びるとともに幹は横に

太っていきますが、この肥大成長は樹皮の下

にある形成層という細胞群が分裂し、自分自

身は外側に移動しながら内側に新しい組織を

つくることによって起こります。この新しく

形成された組織は樹種や樹齢によって異なる

ものの、ある年数を経ますと樹心に近い方か

ら順番に着色してきます。これが心材化とい

う現象です。

　すなわち、樹木の幹の周辺部にある辺材で

は根から吸い上げた水分の通り道という大切

な役割を担うとともに、樹木の生きていく上

で必要な栄養分が多く、一方内部の心材では

水分通導は起こらず、腐りにくくする成分や

木の香りの元になる物質が蓄積しているとい

写真1-1　辺材部分だけが腐った伐根部

写真1-2　外構施設に利用されていたヒバの部材

（辺材を含んでいた部材ではその部分

だけが腐朽）

木 材 保 存
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うことです。辺材が水分を通導するというこ

とは、伐採されて木材となった後でも水分が

通りやすいことを意味しています。というこ

とは、それだけ水を吸いやすいということで、

これも腐れを促進する要因となっています。

　心材の色は黄色～薄い褐色～濃い褐色が多

いですが、ピンク色（ヤマザクラ）、紫色（シ

タン）、黒色（コクタン）など様々です。エ

ンジュやクワやイチイという木は辺材と心材

の濃淡の差がきわめて鮮やかで工芸品として

活用され、またケヤキも茶褐色の心材が尊ば

れて古くから建造物の柱や扉などに利用され

てきました。一方で、針葉樹ではモミ、トド

マツやエゾマツ、広葉樹ではブナ、シラカシ

のように心材の色が辺材と区別しにくい樹種

もあります。

　スギは建築材として使用される木材の中で

は辺心材の区別が明瞭な樹種の一つですが、

心材の色は赤色～黒色まで多岐にわたります

（写真1-3）。また、よく見ると周辺の淡色の

辺材と内部の濃色の心材との間に白い帯状の

部分がうかがえると思います。このところは

移行材と呼ばれ、辺材から心材へ移り変わっ

ている部分と解釈されています。酒樽に利用

されるスギ板はこの辺心材の境界部を板目状

に取り、白太面を外側に、赤身側を内側にし

て組んでいきます（写真1-4）。そうすると、

樽の外見はきれいな白い板目が並び、お酒の

入った内側では木の香りが滲み出るという分

けです。白赤の板を源氏と平家の旗の色から

源平材と呼んでいます。

　心材に蓄えられる成分、これを心材成分あ

るいは抽出成分と呼んでいますが、普通の木

材では重さの割合で数パーセント含まれてい

るに過ぎません。心材成分の主要なものはテ

ルペンとかフェノールと呼ばれる物質ですが、

その種類はきわめて多く、樹種によって大き

く異なります。クリの木が腐りにくいのは心

材にポリフェノールの一種であるタンニンが

多く含まれているためであり、またヒノキの

心材の耐久性は抗菌性や殺虫性をもつテルペ

ン成分によります。ところがよく言われるヒ

ノキチオールと呼ばれる精油成分ですが、日

本のヒノキの心材にはほとんど含まれていま

せん。これを含む樹種はヒバ（アスナロ）、

ネズコ、タイワンヒノキ、ベイスギなどで、

いずれも大変腐りにくい木です。ですからヒ

ノキチオールはヒバ油から精製されています。

　その他、心材には様々な物質が蓄積されて

いますが、防腐性や防虫性あるいは快適な香

りなどという良い面だけでなく、ぜんそくな

どの健康障害や悪臭の原因となったり、加工

の際の接着や塗装を妨げたり、金属汚染を引

き起こしたりする成分もあります。

　ところで、建築に使用されて何百年と経過

した木材の心材成分はどうなっているでしょ

う。詳しい研究は行われていないと思います

が、ケブカシバンムシという古材を好んで食

害する乾材害虫は辺材のみならず心材まで食

害することをみると、長い年月の間に心材成
写真1-3　人工乾燥時に桟積みされたスギ製材品

の木口断面

写真1-4　樽材として利用されるスギ源平材の木

取り
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分は揮発したり、あるいは重合してその効果

を減じていることは十分考えられます。また、

千年を越える屋久杉の太い幹の中心部が腐っ

ていることが多いのも、心材成分が変質して

いる可能性も示しているのではないでしょう

か。

第２話

腐りやすい木と腐りにくい木

　腐れや虫害に対する木材（あくまでも心材）

の抵抗性は、過去の実験データ（日本各地で

行われてきた杭試験や、腐朽菌・シロアリへ

の人工的な暴露試験―写真2-1）や経験をも

とに分類されています。製材の耐久性区分で

は、ヒバ、ヒノキ、スギ、カラマツなどが劣

化程度の低いＤ１樹種に規定されていますが、

詳細な分け方では、極大、大、中、小、極小

といった区分、あるいはそれに対応した数値

段階で示されています。例えば、ベイヒバ、

ベイスギ、ユーカリ、チークは極大、ヒノキ、

ケヤキ、クリは大、スギ、カラマツ、ベイマ

ツは中、アカマツ、ベイツガ、モミは小、エ

ゾマツ、ブナ、ラジアータパイン、ホワイト

ウッドは極小、といった分け方です。

　わが国だけに生育するコウヤマキという木

は腐りにくい材ですが、古代から棺桶材や水

桶、橋杭など耐久性が要求される用途に多く

使用され、日本書紀にも「槙は蒼生奥津棄戸

（あおひとくさおきつすたへ）」すなわち棺

の材料に使いなさい、と書かれています。ま

た、古代の宮殿建築では柱材としてヒノキに

次いで重要視されていました。一方、北米に

生育するアスペンは極小のグループに分類さ

れとても腐りやすい木ですが、現在は木質ボー

ドの一種である OSB の原料として有効的に

利用され、また、ラジアータパインも腐りや

すいグループに分けられていますが他方で薬

剤の浸透性がきわめて容易で、この点から安

定的に保存処理が出来るということが利用上

の特長となっています。これらのことは耐久

性からみた木の使い方の適材適所といえるで

しょう。

　ただ、素材の耐久性は樹種によって異なる

だけでなく、品種、産地、保育方法、樹齢に

よって違いが見られることは従来から指摘さ

れています。われわれの実験でも、腐りにく

いヒノキの心材でも産地によって耐朽性にか

なりの違いがみられました。また、スギの赤

い心材（赤心）は黒っぽい心材（黒心）より造

作上は高く評価されますが、耐久性の面では

むしろ黒心が赤心より優っているとも言われ

ています。さらに、一本一本の樹木の中でも

耐久性に寄与する心材成分の種類や含有量は

異なると考えられ、耐久性が高いとされる樹

種であってもその恐れもあるということです。

　シロアリに対する木材の抵抗性、すなわち

耐蟻性については、硬い木材より柔らかい木

材が、広葉樹より針葉樹が、心材より辺材が

好んで食害される傾向にあります。樹種によ

る木材の耐朽性と耐蟻性は一致しないことも

ありますが、一般的には耐朽性が小さいもの

写真2-1　JIS K 1571に規定されている室内防腐

試験の様子
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は耐蟻性も低いと考えてよいでしょう。樹種

による耐蟻性の差異は、耐朽性と同様に心材

に存在する抽出成分に影響されることが多い

とされています。写真2-2はヒノキとアカマツ

のシロアリに対する誘因性の実験で、アカマ

ツの方に多くのシロアリが集まっている状況

を示しています。また、写真2-3はカラマツ

とヒノキの円盤を飼育しているイエシロアリ

（シロアリの種類については後述）の巣の上に

置いた結果ですが、カラマツは辺材だけでな

く心材も食害されているのに対し、ヒノキの

写真2-3　シロアリによって食害されたカラマツ

（左）とヒノキ（右）の円盤

写真2-2　ヒノキとアカマツの心材木片を並べ（上）、

中央に置いたイエシロアリを放つとア

カマツに集まる（右）

心材は食害を受けていない様子が分かります。

　ところで、屋外で使用されるボードウォー

ク等のエクステリアウッドには、ジャラ（オー

ストラリア）、スポッテッドガム（オースト

ラリア）、ボンゴシ（別名はエッキ、アフリカ）、

セランガンバツ―（東南アジア）、イペ（南米）

等の海外から輸入された、いわゆる高耐久性

樹種と称される木材が使用されることもあり

ます。インドネシアやマレーシアで水上住宅

の杭や橋などに使われているビリアン（別名

はウリン）はボルネオテツボクと称されるよ

うにとても強く、高温で多湿の熱帯地方でも

何十年たってもビクともしません（写真2-4）。

　しかし、腐りにくいといっても過度に素材

の耐久性に依存すると、思わぬ事故に結び付

く可能性もあります。特にわが国の気候はヨー

ロッパや北米の国よりも高温多雨で、特に夏

場の雨量が多いため、場合によっては予期し

た耐久性が得られず劣化することもあります。

また、天然林から供給されるそれらの木の蓄

積量には限りがあり、生長するのにも大変長

い年月を要し、決して持続的な資源ではあり

ません。われわれが木材を利用するにあたっ

ては、持続的に生産される木材を、設計、処

理、診断、保守によって長く使っていくこと

が大切なのです。

写真2-4　高温多湿の熱帯のジャングルの中でも

50年以上の耐久性をもつとされるビリ

アン（ウリン）で作られたボードウォー

ク―木口実氏提供
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第３話

腐れの進行

　木はどのようにして腐るのでしょう。土に

接した木材は、土中に存在する腐朽菌の菌糸

や胞子との接触により、また、建築部材のよ

うに木材と土との接触がない場合では、すで

に腐朽した木材から菌糸が伸びてきて腐朽が

始まります。空中を飛散していた胞子が木の

表面に付着し、水分が供給されると発芽して

菌糸となり、木材内部へ侵入することもあり

ます。木材の細胞の中で伸長した腐朽菌糸か

ら分泌された酵素によって木材成分が分解さ

れ、それを栄養として腐朽菌糸はさらに木材

内部で繁殖します（写真3-1）。

　木材の中に蔓延した腐朽菌が木をほとんど

食べつくすと、今度は次の世代のために、胞

子を抱えた「キノコ」いわゆる子実体をつく

ります（写真3-2）。食用きのことしてわれわ

れが食するのはこのキノコですが、建造物等

では木材が腐って、キノコの発生を見かける

ことは一般的ではありません。まれに小さな

形をしたり、革状に付着したキノコを見かけ

ることがありますが、これは腐れが大変進行

したことを示していますので、劣化の診断に

とって重要な目印です。

　この木材を腐らせる微生物は担子菌類とい

うグループに属す菌類で、褐色腐朽菌と白色

腐朽菌に大きく分類されます。褐色腐朽菌に

よって腐った木材は褐色を呈して縦横の亀裂

を生じ、一方の白色腐朽菌によって腐った木

材は白っぽく見えることからそれぞれの名前写真3-1　木材の細胞の中で繁殖した腐朽菌糸の

走査電子顕微鏡写真（菌糸は木材細胞

の壁孔―水分通導のための穴―を利用

したり、直接穿孔して隣の細胞に侵入

する）

写真3-2　土中に埋められていたスギ杭から発生

した子実体（腐朽はかなり進行してい

ることを示す）

写真3-3　褐色腐朽（左）と白色腐朽（右）
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が付いています（写真3-3）。このうち建築物

等の主要な劣化微生物である褐色腐朽菌は針

葉樹材を好み、初期の段階であっても大きな

強度低下を引き起こします。他方、屋外では

一般的に認められる菌類である白色腐朽菌は

どちらかというと広葉樹材を好み、比較的強

度低下は徐々に進行します。興味深いことに、

シイタケやエノキダケのような食用のキノコ

の多くは白色腐朽菌です。

　しかし、木材と腐朽菌が接触したとしても、

そう簡単には腐朽は生じません。腐朽が発生

し進行するためには、“温度、水分、空気”

の３つの要件がすべて揃う必要があるのです。

普通、気温が15度以上になりますと、腐朽菌

の活動がはじまり、25度以上では活発になり

ます。一般的な菌類は15～35度という温暖な

雰囲気で活発に生長しますが、ナミダタケの

ように低い温度の環境下でも生育ができるも

のもありますので、要注意です。

　木は乾燥状態では腐れは発生しません。木

材含水率が30％以上になると腐朽菌は生育し

ますが、通常は50～90％付近が最適な水分状

態だとされています。建造物の腐れは、雨水

や生活用水の漏水、あるいは結露によって水

分が供給されたことで発生することが多く、

水分管理がとても重要です。

　その一方で、水分の多い土中に長い間打ち

込まれた木杭が腐らずに出土するのはどういっ

た分けでしょう。鎌倉時代初期のヒノキの木

杭である相模川の橋脚、約1,800年前の木材

橋脚遺構である小松市の千代・能見遺跡、16

世紀の末に築城された松本城の松丸太木など

長い期間にわたって建造物を支えた地中杭は

多々あります。これはもう一つの要件である

空気、すなわち酸素が常時水の存在する土の

中では不足しているため、菌が十分に活動で

きなかったことによります。

　土木など外構材料の場合、土中部分は上に

述べたように腐りにくいのですが、地際付近

が一番腐朽によって劣化しやすい傾向にあり

ます。これは周囲から水分が適度に供給され、

さらに近くに劣化を引き起こす微生物が多く

存在するためです。また、屋外に設置された

木材では、雨水による膨張と乾燥による収縮

によって割れが発生し、ここに水が滞留し、

また、日射も割れの発生を促進します。その

ため、縦使いの部材より水平部材において、

特にその上面で割れが発生しやすく腐りやす

いという分けです。

　腐れは木口から発生することが多く、木製

デッキを使っていると木口の突き合わせ部分

が黒く変色し、そこから腐ってくることがよ

く認められます（写真3-4）。木材では木口か

らの水分吸収が側面にくらべて飛躍的に速い

こと、それとともに腐朽菌も侵入しやすいこ

とがその理由で、逆に木口を塞ぐと腐れの進

写真3-4　デッキ材での木口部分からの腐朽の 

進行

写真3-5　金属との接触部での木材の腐朽
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行は抑制されます。京都の清水寺を訪れる人

は、舞台を支える貫の木口に取り付けられた

覆い板を目にしますが、そういった工夫は岩

国の錦帯橋をはじめ様々な場所で見かけるこ

とが出来ます。木口からの水分や腐朽菌の侵

入を防ぐのは、腐れの進行を遅らせる有効な

手段です。

　また、ボルトやプレートなどの金物による

接合部も、腐朽劣化の発生しやすい箇所とし

て注意しなければなりません（写真3-5）。こ

れは熱的性質の違いから金属部で結露が起こ

りやすいことが原因と考えられますが、木材

は腐ると分解生成物として酸性物質が生じて

きます。すると今度は金属腐食が進行します。

木材の腐朽と金属の腐食という負の連鎖で、

これも要注意です。

第４話

腐れに紛らわしい汚染

　湿度の高いところに置いてある木材の表面

が、褐色や黒、黄色や赤などの独特の色が付

着して汚染されることがあります。このよう

な表面汚染を起こすのは一般的にカビと総称

されている菌類で、多くは木材の表面にのみ

菌糸や胞子が付着しています。菌の種類によっ

て特異的な色を示しますが、これは胞子や菌

糸自身、あるいは菌糸の分泌する色素によっ

て、または菌糸から出る酵素と木材成分とが

反応して生じたものです。一方、伐倒後に未

乾燥状態に置かれた製材品の辺材の内部まで

変色する汚染があります。変色菌と呼んでい

ますが、マツ丸太の辺材部を青く変色させる

青変が代表的で、青色を示す青変菌の菌糸が

多量に繁殖することが原因です。

　こういったカビや変色菌と腐朽菌とは何が

違うのでしょう。カビや変色菌はデンプンや

糖類を栄養として生育し、木材の主要な構成

要素であるセルロースやリグニンを分解でき

ないため、先に述べた腐朽菌と異なり強度を

低下させることはほとんどありません。

　カビが辺材に生育しやすいのは、吸水性が

高く、栄養も多いためですが、樹種の違いで

はヒノキやスギに比べるとマツが汚染されや

すい傾向があります。カビの生えやすい樹種

では乾燥までの工程で発生する汚染を防ぐた

め、防カビ剤の液中に木材を浸漬することが

行われています。また、表面塗装はカビの発

生を遅らせる効果があるものの、表面にフィ

ルムをつくるタイプの塗料は内側にカビが生

える可能性がありますのでメンテナンスの上

で要注意です。

　ところで、寺社などの古い建築物では柱の

根元部分が白くなっていることに気づかれる

ことが多いでしょう（写真4-1）。縦使いの柱

の基部だけでなく、横に置いた木も白くなっ

ていることがあります。ただ良く見ると、必

ず礎石などに接した部材に限定されていて、

しかも、柱では石に触れているところが一番

白く、上になると薄らいでいます。こういっ

た木材の“白化現象”は腐朽と見間違いやす

いですが一体何でしょう。

　そこで写真4-2のような木材の白い部分を

削ってみました。すると内部からは普通の色

写真4-1　石との接触部からの柱の白化現象
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をした木材が現れ、白いのは表層部だけであ

ることが分かりました。次に、削った白色の

木片を分析してみたところ、シリカやカルシ

ウムあるいはアルミニウムといった無機成分

が特異的に検出されました。すなわち、石の

無機質が木材に移動して沈着したものと考え

られました。木材の下に置かれた石からは、

直接的な雨水によって、あるいは結露した水

分によって徐々に成分が溶け出したのでしょ

う。木材が未乾燥で使用された場合は溶け出

すのも早いと思われます。石の無機質は水分

の移動に伴って移動すると思われますので、

特に横に置いた木材では表層付近に多く存在

したのではないでしょうか。いずれにしても、

木材は劣化していません。

　腐朽と誤解されやすいもう一つの現象は、

木材の表面が緑色を呈するもので、建造物で

あれば北側壁面や樹木に覆われた湿気の多い

ところでよく発生します（写真4-3）。こういっ

た現象は木材だけでなく、コンクリートやレ

ンガ等の凸凹した吸水性の高い材料にも見ら

写真4-2　白化した木材表面を削ったところ

れます。これらは材料表面に付着する藻類に

よるもので、白化と並んで腐れと誤解されや

すいですが、まったくの別物です。

　この藻類はクロロフィルをもち自分で光合

成を行って栄養物をつくることが出来ますが、

温度、水分や湿度の影響を受け、特に水分の

影響が大きいようです。写真4-4は京都の三

条大橋の南側高欄（北に面す）と北側高欄（南

に面す）を見たものですが、陽が当たる北側

高欄では藻類の発生は認められず、それに比

べて南側高欄では緑色を呈しています。この

藻類の汚染については樹種による違いは明確

ではありませんが、吸水しやすい木材ほど発

生しやすいのは明らかです。

　さて、写真4-5は一つの束の基部には藻類

による緑色の汚染、それより上には無機質の

沈着による白色の汚染、さらに上部にはカビ

が生育して黒っぽい汚染を生じている様子を

示しています。

写真4-3　藻類に汚染された建築物の部材

写真4-4　三条大橋の南側高欄（左）と北側高欄（右）

写真4-5　一つの束に見られた藻類（基部）、白化

（中間）、カビ汚染（上部）
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第５話

木の風化

　古い寺社仏閣の濡れ縁、あるいは公園に置

かれたベンチのように雨ざらしの場所にある

木材は、その表面が彫刻刀で削ったように粗

くなっているのを目にされるでしょう。これ

は風化と呼ばれる現象で、日射と雨に引き起

こされた劣化です（写真5-1）。

　木材は非常によく太陽光を吸収する物質で、

特に主要成分のリグニンは紫外線を吸収しや

すい構造をもつため、光分解作用を受けます。

分解された成分の多くは水に溶けやすく、雨

水により容易に木材表面から流れ出ます。そ

の結果、表面層はリグニンが消失し、セルロー

スに富んで灰色化します。写真5-2は数週間

屋外に暴露した木材の電子顕微鏡写真ですが、

木材を構成する細胞がばらばらの状態になっ

てきています。細胞と細胞との間に多く存在

するリグニンが分解・溶出した結果ですが、

まるで紙になるパルプをつくっている状況と

も解釈できます。

　長期間にわって屋外に暴露された木材表面

はみな暗灰色化していますが、順を追ってこ

のプロセスを見てみましょう。まず日射によっ

て木材の変色が起こりますが、元々濃い色の

木は色が薄くなり、薄い色の木は濃くなりま

す。ついで褐色成分のリグニンの分解が生じ

て白色化してきます。その後、カビなどの付

着による斑点状の黒色のシミが発生し、これ

が進行して最終的には樹種に関係なく暗灰色

化します。風化した木材表面にカビが生えや

すいのは、セルロースの光分解によって生成

した糖類が栄養になっているのではと考えら

れています。

　風化では、木材成分の光分解と雨水による

溶出が繰り返され、順次現れる内部の新鮮な

部分も同様に光分解を受け、結果として木材

表面は軟らかい早材部を中心に崩壊が進行し

ます。この風化のスピードは、針葉樹材での

海外の報告では100年で10㎜程度ともいわれ

ていますが、雨の多いわが国ではもっと速い

可能性もあります。もちろん、強い風に曝さ

れる環境では吹き付ける砂粒などによって、

ちょうどエンボス加工（浮造り）を施したよ

うに、表層の摩耗がより一層進むことは十分

考えられます。

　この木材成分の光分解は水分が存在すると

加速されるため、日差しが強い夏期に雨が多

いわが国の気候風土は木材の風化にとっては

写真5-2　屋外に数週間暴露した木材表面の走査

電子顕微鏡写真

写真5-1　風化した木材表面
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この木材保存シリーズは、平成29年１月21日に日本建築協議会で講演した内容に

加筆して項目別の読み切り形式に再編したものである。

きびしい環境であるといえます。以前に京大

名誉教授の伊東隆夫氏から、タクラマカン砂

漠にある遺跡を調査された折に撮影された住

居址に林立する木柱を拝見したことがありま

す。２千年にわたり強烈な太陽光に曝されて

も砂漠の中にその姿を保ってきたのは、雨が

ないということが大きな理由だと思われます。

　木材の風化は外観だけでなく実際の使用上

も色々な問題を引き起こします。一つは腐朽

を促進するということです。３話で述べまし

たが、屋外に設置された木材では日射による

劣化が割れの発生を誘発し、雨水による膨張

と乾燥による収縮も作用して割れが拡大し、

ここに水が滞留して腐れに繋がります。その

ため、縦使いの部材より水平部材において、

特にその上面で割れが発生しやすく腐りやす

いという分けです。

　また、研削した木材を日の当たる場所に置

いておくと、たとえ数日間であっても表層は

光劣化します。それを接着したり、塗装した

りすると、剥離などの不良が発生しやすくな

ります。表面研削の加工後は速やかに接着や

塗装をすることが大切なのは、このような事

情に基づいている分けです。昔に米国の林産

試験場の暴露実験地を見学したことがありま

すが、研削後の期間を変えて塗装した木材を

屋外暴露したのがありました。見事に期間に

応じて早く塗膜の割れや剥離が発生していま

した。

　木材の風化は日射量、雨量、それに気温の

影響を受けますが、各地域の風化のスピード

を表した気候指標（CI 指数）というのが木

口実氏によって提案されています（図5-1）。

この数値は実際に木材を屋外に暴露して測定

した表面からの消失木材量と、気候条件を関

連付けて表示したものです。測定地点が少な

いこともあって完全なマップにはなっていま

せんが、傾向は読み取れると思います。九州

南部などの値が大きいのは高温多雨の気候の

せいと考えられますが、気温の低い北陸地方

や山陰地方でこの指標が高いのは、冬季に湿っ

た雪が多く、これが風化を促進したと考えら

れています。

　日射と雨水が風化を引き起こす一番の要因

であるため、その影響は住宅では部位によっ

て大きく異なり、同じ外壁であっても日当た

りの良い南面で激しく、北面では少ない傾向

があります。また、庇に覆われた部分と暴露

されている場所でも大きく違います。

図5-1　木材風化の気候指標（CI）―木口実氏提供
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平成28年度　研究報告

件　　　　　名

建築材料の防蟻性能評価

断熱材の防蟻性能

ハイブリッド給湯システムの最適運用に関する研究

ニッケグループが展開するまちづくりと介護施設等の設計・計画に関する研究調査

土壌処理用防蟻剤の性能評価

室内及び野外防腐・防蟻効力試験

土壌処理用防蟻剤（MIE-1009）の性能評価（野外試験）

土壌処理用防蟻剤（MIE-1009）の性能評価（室内試験）

木材保存剤XS-5の鉄腐食性試験

人感センサーによる給湯需要分析に関する研究

アコヤウッドの野外耐久性試験

仮称「直会殿・能楽堂」新築工事の音響に関する調査研究

新規木材防腐・防蟻剤の開発に伴う野外防腐・防蟻性能試験

アルミ防蟻シート（建築材料）の防蟻性能　室内試験評価

MDFの防蟻性能の評価

住宅断熱用材料の防蟻性能評価

ソウル市発注工事の円滑な推進に資する日本での公共建設工事の監理及び工事管理の実態調査

平成28年度　給湯設備の有効な利用技術の検討業務

表面処理用木材保存剤の防腐性能評価

木材防腐・防蟻剤の性能評価（野外試験）
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平成29年度　研究報告

件　　　　　名

断熱材の防蟻性能

防蟻用シーリング材の性能評価　野外試験

ニッケグループが展開するまちづくりと介護施設等の設計・計画に関する研究調査

ノンケミカル防蟻シートに関する研究

伝統建造物の耐震診断に対する技術指導

伝統建造物の木材劣化診断

表面処理用木材保存剤の野外防腐性能評価

MDFの防蟻性能の評価

食品スーパーの統合省エネ技術に関する研究

新規木材防腐・防蟻剤の開発に伴う野外防腐・防蟻性能試験

木材防腐・防蟻剤の性能評価　野外試験

子育て世代が求める住情報に関する研究

アコヤウッドの野外耐久性試験

木材防腐・防蟻剤の性能評価　野外試験

住宅断熱用材料の防蟻性能評価

接着剤混入処理用木材防腐・防蟻剤（ブロフラニリド＋F-69）の性能評価　室内試験

高齢者施設の設計に関する研究

大和棟を有する民家の振動計測と簡易耐震診断他

北野天満宮会館設計監理の構造設計について
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平成28年度　事業報告

（国宝、重文、府指定、史跡等の主な物件を計上）

平成29年３月31日現在

１．文化財建造物に関する工事等（完了）

建　造　物　名 所　在　地 委　託　者 工事期間 備　　考

元離宮二条城 京都市中京区 京都市
26.6.9～
29.3.31

国宝・重文
　保存活用計画策定

旧山邑家住宅（ヨドコウ迎賓館） 兵庫県芦屋市 （株）淀川製鋼所
26.10.1～
28.6.30

重文
　修理 事前調査

小林家住宅（旧シャープ住宅） 兵庫県神戸市 小林一三
28.4.11～
29.1.31

重文
　修理 監理

草津宿本陣（土蔵２ほか） 滋賀県草津市 草津市
28.6.1～
29.3.28

史跡
　修理 監理

二条城二之丸御殿大広間天井画 京都市中京区 京都市
28.6.17～
28.7.29

国宝
　調査

旧ドレウェル邸（ラインの館） 神戸市中央区 兵庫県神戸市
29.1.19～
29.3.22

市指定伝統建築
　修理 監理

２．文化財建造物に関する工事等（継続）

建　造　物　名 所　在　地 委　託　者 工事期間 備　　考

旧吹屋小学校校舎 岡山県高梁市 高梁市
27.8.21～
32.3.31

県指定
　修理 監理

旧山邑家住宅（ヨドコウ迎賓館） 兵庫県芦屋市 （株）淀川製鋼所
28.7.1～
30.12.31

重文
　修理 設計監理

定光寺本堂 愛知県瀬戸市 （宗）定光寺
28.10.3～
29.8.31

重文
　修理 設計監理

旧愛知郡役所 滋賀県愛荘町 愛荘町
29.1.18～
30.3.31

町指定
　修理 監理

３．特別史跡等に関する工事等（継続）

建　造　物　名 所　在　地 委　託　者 工事期間 備　　考

鹿苑寺鏡湖池南池跡 京都市北区 鹿苑寺
27.11.18～
33.3.31

特別史跡
　保存活用検討業務

４．文化財建造物防災事業（完了）

建　造　物　名 所　在　地 委　託　者 工事期間 備　　考

伏見稲荷大社権殿ほか６棟 京都市伏見区 （宗）伏見稲荷大社
28.4.4～
29.3.31

重文
　自火報、防犯、避雷 設計監理

泉穴師神社本殿ほか２棟 大阪府泉大津市 （宗）泉穴師神社
28.4.4～
28.12.27

重文
　自火報、防犯、消火 設計監理
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５．文化財建造物防災事業（継続）

建　造　物　名 所　在　地 委　託　者 工事期間 備　　考

なし

６．社寺等日本建築（完了）

建　造　物　名 所　在　地 委　託　者 工事期間 備　　考

阿弥陀寺本堂 愛知県岡崎市 （宗）阿弥陀寺
28.3.1～
28.5.31

新築
　設計

西廣寺回向堂 兵庫県西宮市 （宗）西廣寺
28.4.15～
29.3.31

新築
　監理

太郎坊・阿賀神社本殿舞台 滋賀県東近江市 （宗）阿賀神社
28.9.16～
28.10.31

調査

願成寺山門 愛知県豊田市 （有）中島建築
28.8.17～
29.3.31

新築
　設計

７．社寺等日本建築（継続）

建　造　物　名 所　在　地 委　託　者 工事期間 備　　考

成田山新勝寺醫王殿 千葉県成田市 （宗）成田山新勝寺
24.11.1～
29.11.30

新築
　設計監理

鹿苑寺不動堂参道参拝者施設 京都市北区 （宗）鹿苑寺
24.12.3～
29.3.31

新築
　設計監理

北野天満宮境内整備 京都市上京区 （宗）北野天満宮
25.9.30～
29.9.30

新築
　設計監理

京都御所新御車寄 京都市上京区 宮内庁京都事務所
28.6.30～
29.6.15

耐震補強
　設計

勝尾寺薬師堂 大阪府箕面市 （宗）勝尾寺
28.8.1～
30.12.20

改築
　設計監理
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８．耐震診断・建物耐震性能評価等（完了）

建　造　物　名 所　在　地 委　託　者 工事期間 備　　考

旧九条山浄水場ポンプ室 京都市山科区 京都市
27.10.28～
29.3.15

耐震調査

旧日本銀行京都支店 京都市中京区 京都府
27.10.20～
28.9.30

重文
　耐震対策 監理

吉水神社書院 奈良県吉野郡 奈良県
28.7.6～
28.11.30

重文
　耐震診断

長谷寺本堂 奈良県桜井市 奈良県
28.7.8～
29.3.24

国宝
　耐震診断

光明寺二王門 京都府綾部市 京都府教育委員会
28.7.22～
29.3.30

国宝
　耐震診断

旧西尾家住宅（吹田文化創造交流館） 大阪府吹田市 大阪府吹田市
28.10.3～
29.3.31

重文
　耐震診断

旧小寺家厩舎 神戸市中央区 兵庫県神戸市
28.10.12～
29.3.31

重文
　耐震診断調査

田尻歴史館 大阪府泉南郡 大阪府泉南郡田尻町
28.11.24～
29.3.31

府指定有形文化財
　耐震診断

９．耐震診断・建物耐震性能評価等（継続）

建　造　物　名 所　在　地 委　託　者 工事期間 備　　考

なし
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平成29年度　事業報告

（国宝、重文、府指定、史跡等の主な物件を計上）

平成30年３月31日現在

１．文化財建造物に関する工事等（完了）

建　造　物　名 所　在　地 委　託　者 工事期間 備　　考

定光寺本堂 愛知県瀬戸市 （宗）定光寺
28.10.3～
29.8.31

重文
　修理 設計・監理

旧トーマス住宅（風見鶏の館） 兵庫県神戸市 神戸市中央区
29.6.8～
30.3.15

重文
　修理 設計・監理

草津宿本陣（土蔵２ほか） 滋賀県草津市 草津市
29.6.5～
29.11.30

史跡
　修理 監理

二条城本丸御殿 京都市中京区 京都市
30.1.9～
30.3.31

重文
　公開計画策定

２．文化財建造物に関する工事等（継続）

建　造　物　名 所　在　地 委　託　者 工事期間 備　　考

旧吹屋小学校校舎 岡山県高梁市 高梁市
27.8.21～
32.3.31

県指定
　修理 監理

旧ドレウェル邸（ラインの館） 神戸市中央区 神戸市
29.4.13～
31.3.25

市指定伝統建築
　修理 監理

田尻歴史館 大阪府泉南郡 田尻町
29.12.1～
30.9.30

府指定有形文化財
　耐震補強設計

旧愛知郡役所 滋賀県愛荘町 愛荘町
29.1.18～
30.9.28

町指定
　修理 監理

旧山邑家住宅（ヨドコウ迎賓館） 兵庫県芦屋市 （株）淀川製鋼所
29.8.1～
30.12.31

重文
　保存活用・地域活性化事業

３．特別史跡等に関する工事等（継続）

建　造　物　名 所　在　地 委　託　者 工事期間 備　　考

鹿苑寺鏡湖池南池跡 京都市北区 （宗）鹿苑寺
27.11.18～
33.3.31

特別史跡
　保存活用計画調整業務
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４．文化財建造物防災事業（完了）

建　造　物　名 所　在　地 委　託　者 工事期間 備　　考

兵主神社本殿 大阪府岸和田市 （宗）兵主神社
29.4.5～
29.12.27

重文
　消火 設計監理

北野天満宮本殿ほか７棟 京都市上京区 （宗）北野天満宮
29.4.5～
30.3.31

国宝・重文
　自火報 設計監理

建水分神社本殿
大阪府南河内郡
千早赤阪村

（宗）建水分神社
29.9.29～
29.3.31

重文
　自火報 設計監理

姫路城 兵庫県姫路市 姫路市
29.6.27～
30.1.31

国宝
　防災等設備改修（基本設計）

５．文化財建造物防災事業（継続）

建　造　物　名 所　在　地 委　託　者 工事期間 備　　考

賀茂御祖神社東本殿ほか32棟 京都市左京区 （宗）賀茂御祖神社
30.2.5～
30.5.31

国宝・重文
　防犯 設計監理

金剛寺金堂ほか５棟 大阪府河内長野市 （宗）天野山金剛寺
29.9.7～
30.12.27

重文
　自火報 防犯 消火 設計監理

６．社寺等日本建築（完了）

建　造　物　名 所　在　地 委　託　者 工事期間 備　　考

成田山新勝寺醫王殿 千葉県成田市 （宗）成田山新勝寺
24.11.1～
29.11.30

新築
　設計監理

北野天満宮境内整備 京都市上京区 （宗）北野天満宮
25.9.30～
29.9.30

新築
　設計監理

京都御所新御車寄 京都市上京区 宮内庁京都事務所
28.6.30～
29.6.15

耐震補強
　設計

嶺雲禅寺八角堂 兵庫県加西市 （株）神田組
29.6.27～
30.1.31

新築
　設計

京都御所紫宸殿 京都市上京区 宮内庁京都事務所
29.7.5～
30.3.23

整備基本構想策定

京都御所参内殿 京都市上京区 宮内庁京都事務所
29.7.22～
30.3.26

耐震補強
　設計

７．社寺等日本建築（継続）

建　造　物　名 所　在　地 委　託　者 工事期間 備　　考

鹿苑寺不動堂参道参拝者施設等 京都市北区 （宗）鹿苑寺
24.12.3～
31.11.30

新築
　設計監理

勝尾寺薬師堂 大阪府箕面市 （宗）勝尾寺
28.8.1～
30.12.20

改築
　設計監理

高桐院本堂及び茶堂廊下等 京都市北区 （宗）高桐院
29.4.3～
31.3.31

修理
　設計監理
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８．耐震診断・建物耐震性能評価等（完了）

建　造　物　名 所　在　地 委　託　者 工事期間 備　　考

旧西尾家住宅（吹田文化創造交流館） 大阪府吹田市 吹田市
29.4.28～
30.3.31

重文
　耐震診断

万法寺本堂 奈良県宇陀市 （株）奥井建設
29.1.10～
29.7.28

県指定文化財
　耐震診断

当麻寺西塔 奈良県葛城市 奈良県
29.8.16～
30.3.23

国宝
　耐震診断

平等院観音堂 京都府宇治市 （宗）平等院
29.9.11～
30.3.31

重文
　耐震診断

旧燈明寺収蔵庫 京都府木津川市 （一財）川合京都仏教美術財団
29.9.1～
29.11.30

耐震診断

彦根城天守 滋賀県彦根市 彦根市
29.10.21～
30.3.30

国宝
　耐震調査

本願寺飛雲閣ほか１棟 京都市下京区ほか 京都府
29.10.2～
30.3.30

国宝
　耐震診断

京都大学（中央）総合研究棟15号館
（旧建築学教室本館）

京都市左京区 （株）松村組
29.6.26～
29.12.28

修理工事報告書策定

９．耐震診断・建物耐震性能評価等（継続）

建　造　物　名 所　在　地 委　託　者 工事期間 備　　考

なし



47

　会誌第32号をお届けいたします。

　本号は、本来ならば昨年度中にお届けすべきところでしたが、諸般の事情で大幅に遅れ

てしまい、皆様方にたいへんご迷惑をおかけしましたこと、お詫び申し上げます。またこ

の32号より髙橋康夫が編集後記を担当いたします。

　さて、本号には冨島義幸先生（京都大学大学院准教授）から「相国寺七重塔の空間を読

む―巨塔を建てた足利義満の意図をめぐって―」をご寄稿いただきました。高さ100メー

トルをこえるという相国寺七重大塔の空間を読み解くことからその建立者足利義満の意図

を解き明かしていて、建築史学独自の視点からの興味深い論考と思います。七重大塔のほ

かに、岡﨑にあった高さ約81メートルという法勝寺八角九重塔や現存最高約56メートルの

東寺五重塔にもふれられています。

　また、保存修理工事の現場から、野々部万美惠が重要文化財旧山邑家住宅（淀川製鋼迎

賓館）について、古荘貴也が重要文化財定光寺本堂について報告いたしました。前者旧山

邑家住宅の報告では竣工年についての新たな知見も提示しています。

　本号にはコラムとして今村祐嗣常務理事による軽快な読み物「木材保存」全５話が加わ

りました。常日頃木に触れる機会は少なくないのですが、柱や梁・桁など建築の部材とし

てしかみていなかったことを痛感しました。

　なお、口絵には、昨年末竣工の成田山新勝寺醫王殿と北野天満宮文道会館、そして重要

文化財の旧山邑家住宅（淀川製鋼迎賓館）と定光寺本堂の写真を掲載しました。前の二つ

は藤本春樹の作品です。成田山醫王殿には御本尊の薬師如来や日光菩薩、月光菩薩、十二

神将が奉安されるということもあって、入仏落慶大法会がたいへん厳かに行われました。

その時にいただいた「優美且つ後世に誇り得る御堂」との評価は、寺社境内の歴史的景観

の維持・継承も事業の一つとする当協会にとってありがたいものでした。

　多忙の中執筆いただいた皆さまのおかげで、多彩な内容の会誌になったのではないかと

思います。有難うございました。

 髙橋康夫

編集後記
平成30年（2018年）３月
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